
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年８月３０日 第６号 

発行者 校長 佐藤 崇史 

教育目標 未来の可能性を創造していく生徒  

自主 自律 

敬愛 健康 

「感謝」の思いをもって ～すべてのことに自ら学ぶ～ 

 
今週から２学期が始まりました。新型コロナウイルス感染症のまん延防止等重点措置が福島県でも延長さ

れている中ですが、西会津中生が元気に明るく登校している姿をうれしく思っています。制限の多い生活は
まだ続きますが、笑顔で充実した２学期にしてほしいと心から思います。 
２学期の始まりにあたり、生徒たちに「凡事一流」「自主」「自律」を合い言葉に、たくさんのことを学ん

でいこうと、以下のような内容について話しました。 
この夏休み、東京オリンピック２０２０を多くの子どもたちが連日テレビで観戦していたと思います。そ

こで、感じたことは、選手のコメントの素晴らしさです。どの選手もオリンピックの開催を感謝しながら、
自分のこれまでの努力についてきちんと話しています。ほとんどの選手が「感謝」を口にしていることがと
ても印象的でした。 
特に、柔道の選手たちのコメントは素晴らしく、その源は全日本柔道男子代表監督の井上康生の教えにあ

るように思います。井上監督は、成功するために欠かせないものとして「熱意」「誠意」「創意」という三つ
の言葉をあげていました。 

 
 
 
 
 
 
 
この中の「誠意」をまさに選手は実践したのだと感じました。一流の人は、周りの支えや出来事を当たり

前のことだと感じるのではなく、「感謝」しているのです。私たちもたくさんの人に支えられています。でも、
それを当たり前だと思いがちです。周りからの支えに「感謝」する、当たり前のことを当たり前だといい加
減にせず、さらに徹底していくという「凡事一流」を目指したいです。（柔道の選手や空手の選手で、畳を降
りる前に丁寧に正座している人もいました。やはり、「凡事一流」です） 
また、井上監督は「学び続ける心」の大切さも述べています。学ぶということには、もちろん知識を得る

ことも必要です。でもそれ以上に、どう自分を高めるか、どう活用していくかが大事だと思います。周りの
すべてのことに感謝の思いがあれば、すべてのことから学ぶことができます。やらされているうちは、学び
は少ないです。「自ら進んで、自分を磨く」人がたくさんのことを感じ、学び、成長していきます。 
 さあ、この２学期、３年生はいよいよ、なりたい自分になるための「１５の春」のために進んでいく時で
す。学ぶことをあきらめず、やらされるのではなく、自分が進んで学びましょう。１，２年生は西会津中学
校を背負っていく時です。授業、行事、部活動、日々の生活、すべてに学びがあります。でもそれは、学ぼ
うとしないと見えないのです。自ら学ぶ人が、自分を成長させます。「自主」、「自律」という自ら気づき、考
え、実行する姿勢がやはり大切です。 
 一流ついでに、こんな言葉も紹介しました。棋士の羽生善治さんの言葉です。「三流は、人の話を聞かない。
二流は、人の話を聞く。一流は、人の話を聞いて実行する。超一流は、人の話を聞いて工夫する。」まずは、
「凡事一流」の「一流」を目指します。さまざまな人の話を聞いて、そこから学び、実行できる人になって
ほしいです。しかも自ら進んで・・・・。 

心のハーモニーを響かせて ～特設合唱部 優秀賞で県大会へ～ 

特設合唱部が、８月１８日に行われた耶麻・両沼小中合同音楽祭で優
秀賞を受賞し、たった一つの県大会への代表枠の耶麻代表に選ばれまし
た。３年生を中心に、夏休み中に活動してきましたが、実質の練習日数
は１０日ほどの中、課題曲「足跡」、自由曲「ヒカリ」の２曲を仕上げる
という離れ業を子どもたちはやってのけました。審査員の先生方から、
子どもたちの素直な発声にお褒めの言葉をいただきました。やはり、最
後は、「素直さ」「人柄」なんだと西会津中の子どもたちの素晴らしさを
改めて感じます。９月３日の白河で行われる福島県下小中学校音楽祭で
は、これまで練習してきたすべての思いを歌に込め、さらに素敵な心の
ハーモニーを響かせてきてほしいと思っています。 

掲げた目標に対して「こんなもんでいいや」という中途半端ではなく、何が何でも達成するのだという

「熱意」、周りの協力なくして本当の成功はないと思っていますので、相手に対しての信頼や敬意といっ

た「誠意」も忘れてはなりません。そして、考えたり、想像したりする「創意」がなければ、掲げた目標

や夢も達成できません。「創意」の源は何かというと知識力だと考えているので、常に学び続ける心を忘

れてないでいたいと強く思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

イノチャレ２０２１西会津 ～３年生のアントレ学習いよいよ実現へ～ 

「夏休み中にしかできないことがあ

る。」この夏休みに、３年生が昨年度ア

ントレプレナーシップ学習で考えたア

イディアの実現に向けて動き出してい

ます。「西会津町かるた」「反射材の作

成」「学習カフェ」「キャンプ場づくり」

「ミネラルピザ」「学習アプリ」「苦手

な野菜の克服」など、少しずつ形にな

ってきています。夏休みを有効に活用

し、さまざまな人たちに支援をいただ

きながら、完成を目指します。 

完成形がどうなるか、ワクワクしま

す。この活動を通して、アイディアを

形にすることだけでなく、西会津の良

さを再確認してほしいです。 
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耶麻地区中学校英語弁論大会 ～英語での豊かな表現力を～ 

新型コロナウイルス感染症対策の徹底について 
保健だよりでも連絡していますが、まん延防止等重点措

置が福島県内に発出されていることから、西会津中でも感
染症対策を徹底していきますので、以下の内容についてご
家庭でもご確認ください。 
１ 感染しないための注意 
(1)こまめなアルコールによる手指消毒や毎日のハンカチ
交換 

(2)マスクの着用とソーシャルディスタンスの厳守 
(3)感染拡大地域への不要不急の外出と飲食の自粛 
２ 学校内における感染症対策について 
(1)手指消毒やマスク着用、健康観察の徹底を図ります。 
(2)給食・昼食時は、対面にしない、会話を控える、換気を
強化する等を徹底します。 

(3)教室や職員室等の換気を、常時または定期的に実施しま
す。 

３ 学校への連絡等のお願い 
(1)登校前の検温、体調等を確認し、登校の判断を行ってく
ださい。（発熱、せき、息苦しさ、強いだるさの症状があ
る場合は無理せず家庭で休養し、経過を観察してくださ
い。）欠席の場合は、必ず学校に連絡ください。 

(2)児童生徒本人やご家族で感染、濃厚接触者となった場合
には必ず学校に連絡ください。 

(3)ワクチン接種での欠席等についても学校に連絡くださ
い。また、ご家族が PCR 検査を受ける場合についてもご
連絡ください。 

※ 感染拡大地域では、家庭内での感染が増えております。
ご留意くださいますようお願いいたします。 

２７日に喜多方プラザで行われた耶麻地区中学校英語弁論大会に３年生の伊藤夕藍さんと秋田莉奈さん
が出場しました。夕藍さんは暗唱の部で「葉っぱのフレディ」を、莉奈さんは創作の部で「開発途上国のた
めに私たちにできることは？」という内容を発表し、夕藍さんが銀賞を受賞しました。もちろんすべて英語
での発表です。これからの国際社会で、英語で表現する力は大切な力です。書くこと以上に話すこと、聞く
ことが求められています。２人とも、夏休みの間練習してきた成果を発揮して、表現力豊かな発表をしまし
た。この経験をした２人は、英語で表現することの素晴らしさをたくさん学んだことと思います。素敵な発
表でした。 


